
入札公告（建設工事）

次のとおり一般競争入札に付します。

平成２１年 ７月１４日

分任支出負担行為担当官

埼玉森林管理事務所長 塩生勝則

１．工事の概要

工事（２０補正）（１）工 事 名 天目山（天目山）林道（自２）改良

県秩父市浦山 浦山国有林２３林班内（２）工 事 場 所 埼玉

（３）工事内容等 別紙のとおり

２．競争参加資格

（１）予算決算及び会計令（昭和２２年勅令第１６５号）（以下「予決令」という。）第

７０条の規定に該当しない者であること。

なお、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な同意を

得ている者は、同条項中、特別の理由がある場合に該当する。

（２）予決令第７１条の規定に該当しない者であること。

（３）関東森林管理局における土木一式工事に係る平成 年度一般競争（指名競２１・２２

争）入札参加資格の認定を受けていること。（会社更生法（平成１４年法律第１５４

号）に基づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法（平成１１年法

律第２２５号）に基づき再生手続開始の申立てがなされている者については、手続開

始の決定後、関東森林管理局長が別に定める手続に基づく一般競争（指名競争）入札

参加資格の再確認を受けていること。）

（４）会社更生法に基づき、更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法に基

づき再生手続開始の申立てがなされている者（（３）の再認定を受けた者を除く。）

でないこと。

（５）関東森林管理局における土木一式工事に係る一般競争参加資格の認定の際の等級区

分がＣ等級又はＤ等級であること。

（６） に建設業法に基づく本店又は支店（営業所を含む）が所在する埼玉県及び群馬県内

こと。

（７）森林管理局長、森林管理署長、支署長、森林管理事務所長又は治山センター所長

（以下「局長等」という。）が発注した土木一式工事で、平成 年４月１日以降に１９

完成し工事成績評定が行われている場合は、すべての当該工事に係る評定点合計の平

均が６５点以上であること。

（８）次の要件を満たす施工実績を有すること。

ア 平成 年４月１日以降に完成・引渡しが完了した同種工事の元請としての施工実６

績を有する者であること。（共同事業体としての施工実績は、出資比率が２０％以

上の場合のものに限る。）

イ 上記アの施工実績は、局長等が発注した工事で平成１７年１０月１日以降に工事



成績評定が行われたものにあっては、当該工事に係る評定点合計が６５点以上であ

ること。

次のいずれかとする。ウ 同種工事は、

(ｱ)「林道、林道規定の自動車道の構造・規格を満たす作業道、治山事業における

保安林管理道及び治山資材運搬路の新設、改良、災害復旧工事」のいずれかとす

る。

(ｲ)治山事業における渓間工事、山腹工事及び地すべり防止工事のいずれかとする。

（９）次に掲げる基準を満たす主任技術者又は監理技術者を配置できる者であること。

ア 主任技術者にあっては、次のいずれかに該当する者であること。

(ｱ) １級建設機械施工技士若しくは２級建設機械施工技士又は１級土木施工管理

技士若しくは２級土木施工管理技士の資格を有する者。

(ｲ) 技術士（建設部門、森林部門（選択科目を「森林土木」とするものに限

る。）又は農業部門（選択科目を「農業土木」とするものに限る。））の資格

を有する者。

(ｳ) 林業技士の登録（森林土木部門に限る）を受けた者。

(ｴ) 土木工事業について、１級国家資格と同等以上の能力を有すると国土交通大

臣に認定された者。

(ｵ) 許可を受けようとする建設業に係る建設工事に関し、学校教育法による高等

学校を卒業した後５年以上、又は同法による大学若しくは、高等専門学校を卒

業した後３年以上、実務の経験を有したもので、在学中に国土交通省令で定め

る学科を修めた者。

(ｶ) 許可を受けようとする建設業に係る建設工事に関し、１０年以上実務の経験

を有する者。

(ｷ) 国土交通大臣が(ｵ)又は(ｶ)に掲げる者と同等以上の知識及び技術又は、技能

を有するものと認定した者。

イ 監理技術者にあっては、監理技術者資格者証及び監理技術者講習終了証を有する

者であって、建設業の種類を土木工事業とする者であること。

ウ 平成 年４月１日以降に完成・引渡しが完了した同種工事（（８）ウに同じ。）６

の施工実績を有する者であること。なお、主任技術者、監理技術者又は現場代理人

として従事した工事とする。

エ 上記ウの施工実績は局長等が発注した工事で平成１７年１０月１日以降に工事成

績評定が行われたものにあっては、当該工事に係る評定点合計が６５点以上である

こと。

オ 当該工事を受注した場合において、主任技術者又は監理技術者が必要となる工事

にあっては、配置予定技術者が直接的かつ恒常的な雇用関係が３において示す申請

の資料受付日以前に３ヶ月以上あること。

（10）関東森林管理局長から「工事請負契約指名停止等措置要領の制定について」（昭和

５９年６月１１日付け５９林野経第１５６号林野庁長官通知）に基づく指名停止を受

けている期間中でないこと。

（11）農林水産省発注工事等からの暴力団排除の推進について（平成19年12月7日付け19経

第1314号大臣官房経理課長通知）に基づき、警察当局から、部局長に対し、暴力団員



が実質的に経営を支配する建設業者又はこれに準ずるものとして、農林水産省発注工

事等からの排除要請があり、当該状態が継続している者でないこと。

３．競争参加資格確認申請書（以下「確認申請書」という。）及び競争参加資格確認資料

（以下「確認資料」という。）の提出及び受付に関する事項

（１）受付期間 平成 年 ７月１４日から平成２１年 ７月２９日までの間（土曜日、２１

日曜日及び祝日を除く。）の から まで（正午から午後１午前９時 午後４時

時までを除く。）。

〒３６８－０００５（２）提出先

埼玉県秩父市大野原４９１－１

林道主幹埼玉森林管理事務所

電話 ０４９４－２３－１２６０

（３）提出部数は１部とする。

（４）提出方法 確認申請書及び確認資料は、入札説明書において示す様式により作成し、

入札に参加を希望する者の代表者又はこれに代わる者が持参することによ

り提出するものとし、郵送又は電送によるものは受付けない。

（５）（１）の期限までに確認申請書及び確認資料を提出しない者は、当該競争に参加す

ることができない。

４．確認資料の内容等

（１）同種工事の施工実績

（２）配置予定技術者の資格、経歴、同種工事の経験及び申請時における他の工事の従事

状況（複数の候補者でも可）

（３）工事成績評定（局長等が発注した土木一式工事で、平成 年４月１日以降に完成１９

し工事成績評定が行われているものにあっては記載すること。）

５．競争参加資格の確認

（１） は入札に参加を希望する者から提出された確認申請書及び確埼玉森林管理事務所長

認資料について所要の確認を行い、入札参加者を決定する。

（２）競争参加資格がないと認められた者は当該競争に参加できない。

（３）確認の結果は、競争参加資格確認通知書を平成 年 ７月３０日までに発送して２１

通知する。なお、競争参加資格がないと認めた者に対しては当該通知書において、そ

の旨の理由を通知する。

（４）競争参加資格がないと認められた者は、埼玉森林管理事務所長に対して、競争参加

資格がないと認めた理由について、次に従い書面（様式は任意）により説明を求める

ことができる。

２１ 午後ア 提出期限 平成 年 ８月１０日（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）

まで（正午から午後１時までを除く。）１６時

イ 提出場所 ３の（２）に同じ

（５）（４）への回答は平成２１年 ８月１０日までに書面により行う。



６．入札に関する事項

（１）入札説明書等の配布又は閲覧（以下「配布等」という。）の期間及び場所

ア 配布等の期間

平成 年 ７月１４日から平成２１年 ８月１０日までの間（土曜日、２１

日曜日及び祝日を除く。）の から まで（正午から午後１時午前９時 午後４時

までを除く。）。

イ 配布等の場所 ３の（２）に同じ

（２）入札説明書等に対する質問書の受付期間及び場所

ア 受付期間 平成 年 ７月１５日から平成２１年 ８月 ４日まで（土曜日、２１

日曜日及び祝日を除く。）の から まで（正午から午午前９時 午後４時

後１時までを除く。）

イ 受付場所 ３の（２）に同じ

（３）質問に対する回答書の閲覧期間及び場所

ア 閲覧期間 平成 年 ８月 ５日から平成２１年 ８月１０日まで（土曜日、２１

日曜日及び祝日を除く。）の から まで（正午から午午前９時 午後４時

後１時までを除く。）

イ 閲覧場所 ３の（２）に同じ

（４）現場説明について

現場説明は行わない。なお、現場案内についても行わない。

（５）入札の開始日時、入札の締切日時、開札の日時、場所及び提出方法

ア 入札の開始は平成 年 ８月１１日 とする。２１ 午前１０時００分

イ 入札の締切は平成 年 月 日 とする。２１ ８ １１ 午前１０時１５分

ウ 開札は入札の締切後、入札番号順に行う。

エ 入札書は３の（２）の入札室に持参すること。（電子入札は行わない）

オ 入札の執行に先立ち、 が競争参加資格があることを確認埼玉森林管理事務所長

した旨の通知書の写しを提出すること。

カ 第１回の入札に際し、入札参加者は工事費内訳書を入札投函時に提出すること。

工事費内訳書の様式は自由であるが、記載内容は最低限、工種別に数量、単価、

金額等が記載されたものとする。

キ 郵送による入札は認めない。

７．落札者の決定方法

（１）予決令第79条の規定に基づいて作成された予定価格の範囲内で、最低価格をもって

有効な入札を行った者を落札者とする。

（２）上記（１）において、最低価格の者が２者以上ある場合は、当該者にくじを引かせ

て落札者を決定する。

なお、当該者にくじを引く者がいない場合は、これに代わって入札執行事務に関係

のない職員にくじを引かせて落札者を決定するものとする。

８．入札の無効

公告に示した競争参加資格のない者及び虚偽の申請を行った者のした入札並びに配布



した入札説明書等において示した条件等入札に関する条件に違反した入札は無効とする。

また、埼玉森林管理事務所 により競争参加資格のあることを確認された者であって長

も、開札の時において指名停止期間中である者等入札時点において競争参加資格のない

者のした入札は無効とする。

９．その他留意事項

（１）確認申請書と併せて、「林野庁退職者の雇用状況調査票」を提出すること。なお、

雇用の有無にかかわらず必ず提出すること。

（２）契約の手続きにおいて使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨に限る。

（３）入札保証金 免除。

（４）契約保証金は、これを納付するものとする。

ただし、有価証券等の提供又は金融機関若しくは保証事業会社（公共工事の前払金

保証事業に関する法律（昭和２７年法律第１８４号）第２条第４項に規定する保証事

業会社をいう。）の保証をもって契約保証金の納付に代えることができる。

また、公共工事履行保証証券による保証を付した場合又は履行保証保険契約の締結

を行った場合は、契約保証金の納付を免除するものとする。

（５）落札者は確認資料に記載した配置予定技術者を当該工事に配置すること。なお、施

工に当たって、記載した技術者を変更できるのは、種々の状況からやむを得ないもの

として発注者が承認した場合に限る。

（６）詳細は入札説明書等による。

（７）関連情報を入手するための照会窓口は３の（２）に同じ。

お知らせ

農林水産省の発注事務に関する綱紀保持を目的として、農林水産省綱紀保持規程

（平成19年農林水産省訓令第22号）が制定されました。この規程に基づき、第三者か

ら不当な働きかけを受けた場合は、その事実をホームページで公表するなどの綱紀保

持対策を実施しています。

詳しくは、当森林管理局のホームページhttp://www.rinya.maff.go.jp/kanto/inde

x.htmlの「公売・入札情報」をご覧下さい。



別紙

工事の概要

１号（１）入札番号 第

工事（２）工 事 名

県秩父市浦山国有林２３林内（３）工事場所 埼玉

（施工延長・規格及び主な工種・数量）（４）工事内容

・施工延長 １４．０ｍ

・規格 自動車道２級（B)

・コンクリート擁壁 １５０．９㎥

コンクリート １５０．９㎥（５）使用する主要な資機材 資材

コンクリート型枠 １９６．４㎡

伸縮継目材 ２１．６㎡

バックホウ（平積0.60㎥級）機材

（６）工事区分 土木一式工事

契約の翌日 平成２１年１０月３０日（７）工 期 から


